
２０２２年（令和４年）６月号 〔２〕

　

守
山
署
管
内
で
は
「
還
付

金
詐
欺
」
の
前
兆
電
話
が
多

発
し
て
お
り
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
も
い
ま
す
。
役
所
職

員
を
か
た
る
者
が
「
還
付
金

が
あ
り
ま
す
。
い
ま
な
ら
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
受
け
取
れ
ま
す
」
な

ど
と
電
話
を
か
け
て
き
て
、

無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、

お
金
を
犯
人
の
口
座
へ
振
り

込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

　

昨
年
中
、
還
付
金
詐
欺
に

遭
っ
た
人
の
う
ち
八
七
％
が

「
自
分
は
被
害
に
遭
わ
な

い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
六
五
％
が
手
口
を
知
っ

て
い
な
が
ら
も
、
だ
ま
さ
れ

ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
は
身
近

な
犯
罪
で
、
そ
の
被
害
に
遭

う
と
本
人
や
家
族
も
心
の
傷

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い
る
人

を
不
審
に
思
っ
た
第
三
者
の

声
掛
け
で
、
被
害
を
未
然
に

防
止
し
た
事
案
も
多
く
あ
り

ま
す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
特

殊
詐
欺
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
対
策
な
ど
】

　

▽
自
宅
の
固
定
電
話
は
常

時
、
留
守
番
電
話
設
定
に
。

　

▽
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
の
手

続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

▽
家
族
や
警
察
な
ど
に
、

ま
ず
相
談
！

特
殊
詐
欺
被
害
が
多
発
！
〜
手
口
を
知
っ
て
い
て
も
だ
ま
さ
れ
る
〜

　

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個
人

情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲
載
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目
的
以
外

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
中
日
新
聞

販
売
店
が
お
届
け
し
ま
す
。

　

「
催
し
ガ
イ
ド
」
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
急
き
ょ
中
止
・

変
更
と
な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

◇
夏
の
企
画
展
示
「
若
狭
の

古
墳
と
継け

い

体た
い

大
王
〜
福
井
県
・

上か
み

中な
か

古
墳
群
〜
」

　

21
日
（
火
）
―
９
月
11
日

（
日
）
前
９
―
後
５
（
展
示
室

へ
の
最
終
入
場
は
後
４
・
30
）、

体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
☎
０
５
２
（
７
３
９
）

０
５
２
０
。
丸
山
塚
古
墳
の

双
そ
う
り
ゅ
う龍

文も
ん

環か
ん

頭と
う

や
三さ

ん

葉よ
う

文も
ん

環か
ん

頭と
う

、

向
山
１
号
墳
の
金
製
耳
飾
り
や

内な
い

行こ
う

花か
も
ん
き
ょ
う

文
鏡
な
ど
、
継
体
大
王

と
関
わ
り
の
あ
る
上
中
古
墳
群

＝
福
井
県
＝
の
豊
富
な
副
葬
品

を
展
示
。
月
曜
休
館
。
※
７
月

18
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
、
翌

19
日
（
火
）
休
館
。
ま
た
、
９

月
６
日
（
火
）
は
臨
時
休
館
。

無
料
（
た
だ
し
、
展
示
室
の
入

場
料
と
し
て
二
百
円
要
。
中
学

生
以
下
は
無
料
）

　

◇
ラ
イ
麦
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
　

24
日
、
７
月
１
日
・
８
日
・

15
日
（
金
）
後
１
―
２
・
30
、

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
☎
０

５
２
（
７
５
８
）
２
０
１
１
。

ラ
イ
麦
の
節
切
り
、
洗
浄
や
消

毒
な
ど
、
人
と
環
境
に
優
し
い

麦
ス
ト
ロ
ー
作
り
を
体
験
。
一

日
（
一
部
体
験
）
だ
け
で
も
参

加
可
、
は
さ
み
を
持
参
。
「
事

前
に
参
加
希
望
の
連
絡
を
い
た

だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
」
と
の

こ
と
。
一
般
対
象
。
無
料

　

◇
移
動
児
童
館　

ｉ
ｎ　

志

段
味
地
区
会
館

　

７
月
13
日
（
水
）
前
10
・
30

―
11
・
30
、
志
段
味
地
区
会
館

＝
下
志
段
味
横
堤
一
三
九
〇
ノ

一
。
※
問
い
合
わ
せ
は
守
山
児

童
館
☎
０
５
２
（
７
９
６
）
１

５
０
１
へ
。
親
子
で
リ
ズ
ム
遊

び
を
楽
し
め
る
催
し
。
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　

◇
夏
休
み
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

７
月
21
日
（
木
）
―
８
月
31

日
（
水
）
前
９
―
後
３
（
本
館

事
務
室
窓
口
で
受
け
付
け
）
、

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
０

５
２
（
７
３
６
）
３
３
４
４
。

園
内
の
果
樹
園
や
温
室
を
巡
り

な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
て
い
く

と
い
っ
た
内
容
で
、
参
加
賞
あ

り
。
小
中
学
生
対
象
。
無
料

　

◇
調
べ
学
習
講
座
〜
夏
休
み

の
自
由
研
究
お
助
け
隊
〜

　

７
月
27
日
（
水
）
前
10
―
正

午
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
自
由

研
究
の
テ
ー
マ
の
決
め
方
、
調

べ
方
を
学
べ
る
催
し
。
色
ペ
ン

な
ど
も
含
む
筆
記
用
具
と
、
ノ

ー
ト
や
レ
ポ
ー
ト
用
紙
、
画
用

紙
や
模
造
紙
と
い
っ
た
記
録
用

紙
を
持
参
。
※
申
し
込
み
は
７

月
13
日
（
水
）
前
９
・
30
―
、

同
館
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受

け
付
け
。
小
学
四
年
生
―
中
学

三
年
生
対
象
、
先
着
十
人
。
保

護
者
の
参
加
に
つ
い
て
は
相
談

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。
無
料

　

◇
図
書
館
で
宿
題
お
う
え
ん

　

８
月
５
日
（
金
）
①
後
１
―

２
「
本
を
使
っ
て
調
べ
も
の
名

人
に
な
ろ
う
！
」
＝
小
学
一
・

二
年
生
対
象
②
後
２
・
30
―
４

・
30
「
百
科
事
典
で
謎
を
と
け

！
」
＝
小
学
三
―
六
年
生
対

象
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
講
師

は
家
庭
文
庫
の
運
営
な
ど
を
し

て
い
る
「
十
六
文
庫
」
の
石
原

ゆ
み
さ
ん
。
①
本
の
仕
組
み
を

知
っ
て
、
目
次
と
索
引
の
使
い

方
を
練
習
②
早
く
引
く
こ
つ
を

学
び
、
事
典
を
使
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
問
題
に
挑
戦
。
筆
記
用
具

を
持
参
。
※
申
し
込
み
は
７
月

22
日
（
金
）
前
10
・
30
―
、
同
館

の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付

け
。
と
も
に
先
着
六
人
。
無
料

と
し
て
活
動
。
ま
た
、
参
加
者

は
小
幡
緑
地
西
園
を
散
歩
で
訪

れ
た
人
が
加
わ
る
な
ど
で
少
し

ず
つ
増
え
、
い
ま
で
は
毎
朝
五

十
人
ほ
ど
集
ま
っ
て
い
る
。

　

簡
単
に
体
を
動
か
し
た
後
、

「
み
ん
な
の
体
操
」
や
「
ラ
ジ

オ
体
操
」
で
爽
や
か
な
汗
を
流

し
て
お
り
、
運
動
時
間
は
二
十

分
程
度
。
同
会
会
長
の
久
田
令

子
さ
ん
は
「
お
住
ま
い
の
地
域

に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
」
と
話
し
て
い
る
。

　

雨
天
時
と
年
始
は
休
み
。
小

幡
緑
地
西
園
駐
車
場
が
利
用
で

き
な
い
時
間
の
た
め
、
徒
歩
か

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会

の
福
本
さ
ん
＝
携
帯
０
９
０
―

９
１
７
８
―
８
０
１
０
＝
へ
。

　

健
康
づ
く
り
に
い
か
が
―
。

「
守
山
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
は
毎

朝
六
時
半
か
ら
、
小
幡
緑
地
西

園
の
噴
水
周
辺
で
ラ
ジ
オ
体
操

会
を
催
し
て
お
り
、
広
く
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
事
前
申

し
込
み
不
要
、
無
料
。

　

同
会
の
前
身
「
小
幡
学
区
ラ

ジ
オ
体
操
会
」
が
発
足
し
た
の

は
二
〇
一
〇
年
。
市
地
域
委
員

会
の
モ
デ
ル
実
施
が
小
幡
学
区

に
決
ま
り
、
地
域
課
題
「
百
歳

ま
で
元
気
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
「
守
山
区
ラ
ジ
オ
体

操
連
盟
会
」
に
改
称
し
、
一
昨

年
か
ら
「
守
山
ラ
ジ
オ
体
操
会
」

　

「
区
制
60
周
年
記
念　

守
山

区
魅
力
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

催
し
て
い
る
同
係
（
区
役
所
地

域
力
推
進
室
内
）
で
は
、
作
品

を
募
集
中
。
八
月
五
日
（
金
、

必
着
）
ま
で
受
け
付
け
る
。

　

募
集
テ
ー
マ
は
「
『
自
然
』

あ
ふ
れ
る
ま
ち
守
山
」
と

「
『
歴
史
・
文
化
』
の
息
づ
く

ま
ち
守
山
」
で
、
ど
ち
ら
か
一

つ
を
選
択
。
守
山
区
内
を
撮

影
、
ま
た
は
守
山
区
か
ら
撮
影

し
た
も
の
で
、
テ
ー
マ
に
即
し

て
い
れ
ば
被
写
体
は
自
由
。
一

人
一
点
、
誰
で
も
応
募
で
き
る
。

　

応
募
は
①
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
プ

リ
ン
ト
写
真
②
写
真
デ
ー
タ

（
５
Ｍ
Ｂ
以
下
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形

式
）
③
応
募
票
（
区
役
所
な
ど

で
配
布
中
の
チ
ラ
シ
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
＝
右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
＝
参
照
）
の
三

点
を
以
下
の
提
出
先
へ
。
窓
口

・
郵
送
の
場
合
、
写
真
デ
ー
タ

は
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
で
提
出
と
な
っ
て

い
る
。

　

「
お
や
こ
で
楽
し
い
！
０
歳

か
ら
の
人
形
劇
」
が
七
月
二
十

三
日
（
土
）
、
体
感
！
し
だ
み

古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＝
上
志

段
味
前
山
＝
で
開
か
れ
る
。
午

後
一
時
四
十
五
分
開
演
と
同
三

時
開
演
の
一
日
二
回
公
演
。

　

守
山
文
化
小
劇
場
が
主
催
、

小
さ
な
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
一
緒
に
楽
し
め
る
〝
出
前
シ

ア
タ
ー
〞
。
入
場
無
料
（
要
整

理
券
）
で
、
と
も
に
十
五
分
前

開
場
、
公
演
時
間
は
三
十
分
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
預
け
て
入
場
す

る
こ
と
が
で
き
、
授

乳
・
お
む
つ
替
え
ス

ペ
ー
ス
も
あ
る
。

　

出
演
は
、
一
九
八

三
年
か
ら
東
海
地
方

を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
「
人
形
劇
団
パ

ン
」
。
上
演
作
品
は

「
だ
る
ま
さ
ん　

が

　

女
声
合
唱
団
と
し
て
四
十
年

以
上
活
動
を
続
け
て
き
た
「
コ

ー
ル
・
ラ
ラ
ラ
」
で
は
、
男
女

を
問
わ
ず
新
し
い
団
員
を
募
集

中
。
「
歌
に
興
味
の
あ
る
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
」
と

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

同
団
は
一
九
八
〇
（
昭
和
五

十
五
）
年
に
発
足
し
、
現
在
の

団
員
は
六
十
―
八
十
代
の
女
性

六
人
。
満
足
に
練
習
が
で
き
な

い
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
団

員
数
は
以
前
の
半
分
以
下
ま
で

減
少
し
た
。
「
コ
ロ
ナ
禍
に
負

け
ず
、
少
し
で
も
合
唱
の
輪
を

広
げ
て
い
け
た
ら
」
と
川
本
由

美
子
代
表
。
こ
の
ほ
ど
、
男
女

を
問
わ
ず
団
員
募
集
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
決
め
た
。

　

練
習
は
志
段
味
東
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
中
志
段
味
宮

前
＝
で
月
三
回
ほ
ど
、
木
曜
日

の
午
後
一
時
―
同
二
時
半
。
声

楽
家
・
豊
田
か
お
り
さ
ん
の
指

導
の
下
、
愛
唱
歌
を
中
心
に
楽

し
ん
で
い
る
ほ
か
、
年
一
回
の

「
も
り
や
ま
合
唱
フ
ェ
ス
タ
」

に
も
出
演
し
て
い
る
。

　

「
未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
し

ま
す
」
と
同
団
。
月
会
費
（
練

習
会
場
使
用
料
な
ど
）
五
千

円
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
川
本
さ
ん
方
＝
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
２
１
４
７
＝
へ
。

を
来
年
二
月
以
降
に
区
役
所
な

ど
で
開
催
す
る
予
定
。
問
い
合

わ
せ
は
同
係
＝
☎
０
５
２
（
７

９
６
）
４
５
２
４
＝
へ
。

・
の
・
と
」
（
か
が
く
い
ひ
ろ

し
原
作
、
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
刊
）

ほ
か
。
絵
本
か
ら
飛
び
出
し
た

「
だ
る
ま
さ
ん
」
が
、
誰
と
ど

ん
な
楽
し
い
こ
と
を
巻
き
起
こ

す
の
か
―
家
族
み
ん
な
で
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

整
理
券
（
全
自
由
席
）
は
六

月
二
十
一
日
（
火
）
午
前
九
時

か
ら
、
電
子
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
「
ｔ
ｅ

ｋ
ｅ

ｔ
（
テ
ケ

ト
）
」
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
）
で
受
け
付
け
。
一

人
四
枚
ま
で
、
各
回
先
着
五
十

人
。
乳
幼
児
の
ひ
ざ
上
鑑
賞
は

整
理
券
不
要
。
問
い
合
わ
せ
は

守
山
文
化
小
劇

場
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１

８
２
１
＝
へ
。

　

提
出
先
は
次

の
通
り
。

　

〈
窓
口
〉
守
山

区
役
所
三
階
35
番
〈
郵
送
〉
〒
４

６
３
―
８
５
１
０
（
住
所
不
要
）

守
山
区
役
所
地
域
力
推
進
室　

守
山
区
魅
力
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

係
〈
メ
ー
ル
〉a7964524@mor

iyama.city.nagoya.lg.jp

　

審
査
に
よ
り
、
最
優
秀
賞
（
一

点
、
一
万
円
相
当
の
賞
品
と
賞

状
）
を
は
じ
め
と
し
た
賞
を
贈

る
ほ
か
、
応
募
作
品
の
展
覧
会

　

川
本　

朔
久
く
ん
（
か
わ
も
と
・
さ
く
）

２
０
２
０
・
８
・
16
生
ま
れ
＝
桔
梗
平
２
＝

　

▽
い
つ
も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
明
る
い
元
気
な

子
に
育
っ
て
ね
。

　

安
田　

旬
汰
く
ん
（
や
す
だ
・
し
ゅ
ん
た
）

２
０
２
０
・
４
・
24
生
ま
れ
＝
下
志
段
味
穴

ケ
洞
＝

　

▽
い
つ
も
い
つ
も
か
わ
い
い
旬
ち
ゃ
ん
♡

大
好
き
だ
よ
♡

受
け
付
け
順
に　
　
　
　
　
　

　

全
て
の
方
を
紹
介
し
ま
す
！

お
知
ら
せ

ラ
ジ
オ
体
操
会
で
健
康
づ
く
り

「
守
山
ラ
ジ
オ
体
操
会
」が
参
加
呼
び
掛
け

「
コ
ー
ル
・
ラ
ラ
ラ
」新
規
団
員
募
集

男
女
問
わ
ず
歌
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

お
や
こ
で
楽
し
い
！
０
歳
か
ら
の
人
形
劇

来
月
23
日 

体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

守
山
区
魅
力
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

８
月
５
日
ま
で 

作
品
を
募
集
中

合
唱
を
楽
し
ん
で
い
る
団
員
と

指
導
者
の
豊
田
さ
ん
（
右
）

昨年度コンテスト最
優秀賞・山田結衣さ
んの「落ち葉遊び」

丸山塚古墳の
双龍文環頭

人
と
環
境
に
優
し
い
麦

ス
ト
ロ
ー
作
り
を
体
験

久田会長（中央）らが〝体
操の見本〟を務めている

「
お
や
こ
で
楽
し
い
！
０
歳

か
ら
の
人
形
劇
」
の
チ
ラ
シ

本社営業部
TEL052-261-2201 FAX052-261-2220

 〒460-0008 名古屋市中区栄4-14-5 松下中日ビル5階 ナゴヤ球場営業所
TEL052-354-0404 FAX052-354-0444

〒454-0022 名古屋市中川区露橋2-120


